
令和 7年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書

氏名 齊藤 和世 活動年数 3年

活動目標

1.ワイン用ぶどうの栽培方法、ワインの醸造方法の知識習得に努める。また、レス
トラン併設ワイナリーを希望しているため、料理とワインのペアリングを常に勉強
する。
（1）(株）ヴィニャ デ オロ ボデガにて１年を通し研修。その他仁木町、余市町

のワイナリーにて、積極的に研修させてもらう。
（2）ワインアカデミー発展コースに参加し、栽培や醸造の知識を更に深める。
（3）ヴィラ＆レストラン開業に向け、同形態施設に視察に行き、どのような
料理やワインを出しているのか研究し、参考にする。

2.取得した畑の整備、植えてあるワイン用ブドウの栽培とレストラン開業実現に向
けての活動
（1）認定新規就農者の資格をとり、今春取得する畑で実際に自分で栽培する。
元々植えてある７列のワイン用ブドウを収穫・委託醸造し、自身の会社のワイン
を造る。

（2）取得の農地を転用し、レストラン＆ヴィラ（宿泊）の建設・開業に向け、金
融公庫・地方銀行への融資相談をし、実現に向ける。

活動内容

※500 文字以上

1.ワイン用ぶどうの栽培方法、ワインの醸造方法の知識習得に努める。また、レス
トラン併設ワイナリーを希望しているため、料理とワインのペアリングを常に勉強
する。
研修先でのワイン用ブドウ栽培では、毎年天候も、病害虫の出方もこんなに違う

ということを知れた。防除、栽培においては見通しをもって行うことができた。他
のワイナリーにも合間をぬって手伝いに行き、様々な考え方を知ることができた。
収穫し、その翌年にそのワインをテイスティングすることで、どのようなワインメ
イキングが必要か、自分なりに考えることができた。ワインアカデミーでは、発展
コースで１年間研修し、昨年よりも醸造やマーケティングの知識を深めることがで
きた。新しい仲間との出会いもあり、意見交換をしながら勉強することができた。
自宅でのワイン会、余市サグラやキヘン、札幌、道外の飲食店にてワインペアリン
グを考案したり経験したりする中で、どのようなワインと料理を合わせていくかを
常に意識し、勉強した。

2.取得した畑の整備、植えてあるワイン用ブドウの栽培とレストラン開業実現に向
けての活動
認定新規就農者の資格をとるため、産業課で相談にのってもらいながら書類を作

成し、認定を受ける事ができた。自身の畑は今春に取得し、自身で初のぶどう栽
培、収穫、委託醸造にて醸造、来春ワイリングウォークフェスのイベントで出せる
よう準備中。農地の転用についても産業課に相談しながら計画中。事業計画を確固



たるものにするため、各関係者と打ち合わせをしながら進行中。

自己評価

●一年間の自己評価及び進捗状況
就農において、研修先やワインアカデミーでの学びが大変参考になった。また、

相談できる方が身近にいることにも、とても助かっている。畑を取得し、ブドウと
しっかり向き合いながら栽培できた 1年だったが、ブドウ樹に病気が出るなど難し
さも感じた。レストラン開業には大きなハードルがあり、様々な方面からアプロー
チが必要である。

●活動初年度からの自己評価及び進捗状況
3年間通して、ヴィニャデオロボデガにてワインづくりを学べたことは、自身

の財産だと感じており、研修先でお世話になった金田夫妻には大変感謝している。
ワイナリー兼レストランの開業に向けて、最終年度はぶどう栽培に重きを置き、ま
ずは健全なぶどうを収穫できることに集中した。3年間で、仁木町内の農家さんや
ワイナリーの方々とのつながりができ、相談にのってもらいながら自身のワインを
造ることができたことは、とても大きな進歩だった。冬期で事業計画を進め、各機
関に相談しながら融資を受けられるよう活動している。

抱負

協力隊終了後は、自身の畑でワイン用ブドウを栽培し、高品質なブドウでワインを
造れるよう精進する。ブドウと向き合い、必要なことを必要な時に行えるよう常に
考える。また、栽培は一人で行うため、どのようにしたら効率がよいか、工夫して
行う。今年度から来年度初めにはレストランを開業し、町内外のお客様に楽しんで
もらえるようにする。しばらくは委託醸造で醸造知識を深め、自身のワイナリー開
業に向けても活動する。

その他 ワインアカデミー発展コース修了



活動写真

ヴィニャデオロボデガにて開墾作業

札幌にて春、冬ワインイベント開催



ぶどうの成長



活動写真

仁木産業振興社、ノースクリークファーム、ドメーヌブレスにて醸造作業をする様子

ワインアカデミー現地研修 in 長野



ワイリングウォークフェス



活動写真

収獲の様子

自身のワイン醸造の様子



高校生ワイナリー体験で講義した様子

ワインアカデミー現地研修 in 富良野



大阪にて仁木町ワイン㏚イベント

剪定の様子


